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編集方針
FDKグループでは、FDKグループのサステナビリティ基本方針にもとづく
様々な活動をステークホルダーの皆様にご理解いただくために、2017年から
「FDKグループCSRレポート」を発行してまいりました。
本年度からは新たに統合報告書として財務・非財務の両面から当社の事業、取
り組みを中心にご報告します。

対象期間
2023年度（2023年4月1日～2024年3月31日）の活動を中心にご報告し
ています（一部対象期間外の内容を含みます）。

対象範囲
FDKおよびFDKグループを対象としています。一部FDK単体の報告があります。
また2024年3月1日に連結子会社に加わったBAOTOU FDK CO., LTD.
については一部で報告の対象としておりません。

参考にしたガイドライン
「FDKグループ統合報告書2024」は、「国際統合報告フレームワーク」（国際統
合報告評議会）、「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス（価値協創ガ
イダンス）」（経済産業省）、「GRI(Global Reporting Initiative)サステナビリ
ティ・レポーティング・スタンダード」を参考に作成しています。

将来に関する事項に関する注意事項
本報告書に記載されている将来の見通しに関する記載は、本報告書の作成時点の当
社グループの判断にもとづくものであり、リスクや不確定な要因が含まれています。
今後、様々な要因によって、見通しとは大きく異なる結果となる可能性があり
ます。

FDKのアイデンティティ

経営理念

グループ戦略Framework
「10年の計」

And Game
FDK企業行動指針 マテリアリティ

進化に挑戦　輝く未来と笑顔のために

●安心安全な電気エネルギーの提供
●地球環境との共生
●多様な人材の活躍推進
●コーポレート・ガバナンスの持続的強化
● �地域・社会・コミュニティーの�
持続可能性への貢献

計画実行にあたり大切にすべき、FDKの新しい文化

株主への約束

お客様の満足

社会への貢献

従業員に対する責任
and

（すべてに応える）

Vision
FDKグループは、Smart�Energy�Partnerとして、�
先進技術を結集し、お客様に電気エネルギーを�
安心して効率的に活用いただき、�
持続可能な社会の実現と発展に貢献します。

あるべき姿
● 誰に
人々の暮らしと社会を支える企業と�
個々のユーザーに

● 何を
クリーン且つ、安全な電気エネルギーを�
安定的に活用できるオファリングを届ける�
(電池/ものづくり、次世代電池、�
パワーマネジメントソリューション)

● いつ
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